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   1) Total number of the out-patients with tuberculosis visited the clinic during the past 

seven years from 1951 through 1957 was 533, among which G-U tuberculosis was decreased 

by  5% from  15'6 in 1951 to 10% in 1957 and urinary tuberculosis alone was decreased by 

more than  1096 from 73.4% in 1951 to  61.4% in 1957, while there was more than 10% inrease 

in genital tuberculosis from 14.4% in 1951 to 27.1% in 1957. 

   2) Age distribution for the highest incident of both urinary and genital tuberculosis was 

found in the third decade, in which 142 patients (37%) were the former tuberculosis and 37 

patients (36.2%) were the latter tuberculosis. 
   3) Number of male patients was 227 (53.4%) and that of female was 200 (46.6%). Left, 

right and both sides of urinary tuberculosis were 189 (44.1%), 210 (49%) and 30 (61.9%) cases 
respectively. Left, right and both sides of tuberculosis of the epididymis were 53 (40.2%), 

52 (39.4%) and 27  (214%) cases respectively. 

   4) Bladder syndrom as the most frequent early symptom and chief complaint for uri-

nary tuberculosis was found in 59% and 61.8% of total G-U tuberculosis patients respectively, 

among which pollakisuria was encountered in 30% and 30.2% followed by abnormal findings 

on urinalysis in 23.7% and 23.4%. That for genital tuberculosis was genital symptom in 

95% and 97%, among which swelling of the testicle was found in 64.7% and 71.5%. 

    5) Tubercle bacilli were found on urinalysis in 152 patients with urinary tuberculosis,



赤坂他一当教室に於ける過去7年 間の尿路及び性器結核患者の動向 81

while the bacilli were found in only 2 patients with genital tuberclosis. 

   6) The commonest findings on pyelogram were  Latimer's Group III and  IV. 

   7) Pulmonary tuberculosis was the commonest complication encountered. 

   8) Nephrectomy was employed to 42.5% of total surgical treatments for urinary tuber-

culosis in 1951, which decreased to 11.3% in 1957, while in genital tuberculosis it was in-

creased from 10% in 1951 to 13.8% in 1957.

緒 言

尿路結核に関 しては その 発生 病理,臨 床症

状,診 断,治 療法,予 後等全ての部面について

内外共に無数の研究報告がある.又 統計的観察

も種々な角度から実施されている.

結核性疾患は近年,抗 結核剤の発見進歩によ

り.そ の様相を変化しつつ,患 者数も減少の傾

向にあるといわれているが,尿 路結核は欧米に

比してなお多 く,本 邦では未だに外科的泌尿器

科疾患の約半数以上を占める状態であつて,最

終的解決には程遠いことを感 じさせられる.第

23回 日本泌尿器科学会東 日本連会地方会(昭 和

33年10月19日)に おいて,又 々腎結核の問題が

大きく採りあげられたのも故あることである.

この際吾々も昭和26年 より昭和33年 までの過去

7年 聞に於ける当教室にて経験 した尿路及び性

器結核患者について簡単な臨床的観察を行つた

のでその結果をとりまとめて報告する.

1尿 路及び性器結核の発生頻度

発生頻度は第2表 に示す如くで,外 来患者及び入院

第1図 年度別曲線(例 数)
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患者の増加とは逆に減少の傾向を示している.昭 和26

年には外来泌尿器科患者に対して外来尿路性器結核患

者は15.0%で あつたが,昭 和32年 には10,0%と5%の

減少を示して,7年 聞の平均は10,4%で あ る.又 入院

患者についても昭和26年 には52.6%と 入院患者の半数

第2図 年度別曲線(外来泌尿器科患者に対して)(%)
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以 上 を示 め て い たが,昭 和32年 に は25.8%と 約1/4に

減 少 して い る.更 に尿 路 結 核 患 者 のみ に つ いて み る

と,昭 和26年 には 外 来結 核患 者 の73.4%と2/3以 上 を

占め て い るが,昭 和32年 に は61.4%と10%以 上 の減 少

とな つ て い る.こ れ は 腎結 咳が 減 少 の傾 同 に あ る との

所 説 と一 致す る結果 で,今 後 も更 に減 少す る こ とで あ

ろ うと考 え られ る.Beachamの 統 計 では1930年 よ り

1950年6月 まで の20%年 間 に行 わ れ た腎 易11除術1,140

中腎 結核 症 は僅 か に57例(59・)で あ る,本 邦 に 於 て も東
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第3図 年度別曲線(外来結核患者に対して)(%)
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大の統計では昭和21年 に13.5%で あつたものが,昭 和

27年 には5,9%と 減少している.一 方性器結核に関し

ては尿路結核の減少に対し,漸 次増加の傾向があ り,

昭和26年 の14.4%に 対 し,昭 和32年 には27.1%と10%

以上の増加を示している.東 大の統計でも昭和26年 に

20.6%で あつたものが,昭 和31年 には31.4%と10%以

83

上の増加を見,吾 々と同じ傾向に あることが判明し

た.こ のことは尿路結核がSM,PAS,INAH等 の抗

結核剤により治癒或いは軽快することに比して,性 器

結核,特 に副畢丸結核は化学療法では尿路結核程治療

効果を期待出来ない点にその原因があるように考えら

れる.

皿 年令的関係

尿 路 結核 及び 性器 結 核共20才 代 が最 高を 示 し,尿 路

結 核 で は20才 代142例(37.0%)30才 代127例(33.1

%)40才 代53例(13.8%)10才 代43例(11.2%)で,

性 器 結核 に於 い て も20才 代37例(36.2%)30才 代36例

(35.2%)40才 代20例(19.6%)10才 代8例(7,8%)

と云 う数 で あ る.山 田の統 計 に 於 て も20才 代44.0%,

30才 代30.6%,10才 代14.3%で あつ て,こ れ は 本 邦 の

何 れ の統 計 に於 て も概 ね一 致 した と ころ であ る.し か

し米 国 のKretschmerの 統 計 で は30才 代36.6%,40

才 代27.9%と 本邦 よ りも一年 代 上 つ てい る.

尿 路 性器 合併 の 結核 は30才 代25例(52.0%),20才

代14例(29.1%)と なつ て お り,何 れ に して も,20才

代,30才 代 に多 い こ とが わ か る.

皿 性 別

腎結 核(429例)の 男女 別 で は 本 邦 及 び 外 国 の統 計

共 殆 どが 男の方 が 多 く,当 教 室 に於 て も男229例(53.

4%)に 対 し,女200例(46.6%)と 僅 少 差 で は あ る

が,男 の方 が多 くな つ てい る.北 川,鈴 木 に よれ ば 男

1,595例(64%),女897例(36%),山 田 の統 計 も542

第2表 発 生 頻 度
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第4図 年令曲線
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例 中 男子325例(59.9%),女217例(40.1%)で 男子

が 多 い.外 国で もEmmett&Kiblerは1,131例 中男

742例,女407例,KretSchrr.ierは221例 中 男 は55.6

%,女44.4%と 同 様男 子 に多 い結 果 を報 告 し てい る.

四 患 側

尿 路結 核 の左右 差 は 左189例(44.1%),右210例

(49.0%).両 側30例(6.9%)と 右 側 に や や 多 い.

Emmett&Kiblerの 調 査 に於 て も右602例,左529例

でや は り,右 に多 く,本 邦 文 献 を 見 て も大 体右 に多 い

様で あ る.即 ち山 田は542例 中,右285例(52.6%)左

257例(47,4%),そ の他,北 川,鈴 木 は54.1%,大

桑 は62.4%,志 賀 は57.8%と 右側 に罹 患 率 の 高 い こ と

を 報 告 して い る.然 し,臨 床 的 に はそ れ 程 意昧 のあ る

もの では な い と考 え る.

副 睾丸 結 核 に 於 て は,左53例(40,2%),右52例

(39.4%),両 側27例(20.4%)で 左右 殆 ど同 数 で あ

る.

V初 発症状別による分類

尿路結核,特 に腎結核の初発症状 としては殆ど腎症

状はない 殆ど大部分は結核菌尿が膀胱内に持続的に

洗入して膀胱粘膜に結核性潰瘍を発生し,結 核性膀胱

炎を併発して始めて認識されるものであることは衆知

の通 りである.本 統計に於ても膀胱症状が59.0%と 過

半数を占め,次 いで尿変化が23.7%と なつてお り,全

身症状9.6%,腎 症状8.0%で ある.膀 胱症状の内では

頻尿が115例(30%)で 最高を示し,次 いで排尿終末

85

時疹痛61例(15.9%)と なつている.

東大,慶 大,北 大の各統計でも膀胱症状が最も多い

が,そ の内,東 大では排尿痛及び終末痛が最高で69.7

%,慶 大 も同様42.0%で ある.頻 尿は東大,慶 大共に

これに次いで夫々45.3%,31.8%で ある.北 大では頻

尿が最も多 く34.8%,排 尿痛は30.6%と なつている.

尿変化では血尿が52例(13.5%)と 圧倒的多数を占め

ている,腎 症状は31例(8%)で あ るが,そ の中では

腎部鈍痛が22例(5.4%)と 最 も多 かつた,更 に無尿

の3例 があるが,こ れは末期になつて来院したもので

ある.全 身症状では腰痛が13例(3.3%)み られてい

る.

性器結核では性器症状が95.0%で 最 も多 く,そ の

内,睾 丸部の腫脹が66例(64.7%),睾 丸 部の疹痛は

28例(27.4%)で あ る.こ れは副睾丸結核が殆ど疹痛

なく腫脹して来ることによるものであろう.

VI主 訴別による分類

主訴別に分類しても膀胱症状が61,8%と 半数以上を

占め,次 いで尿変化の23.4%,腎 症状の7.5%,全 身

症状の6.5%と 殆 ど初発症状 と一致している.膀 胱症

状の内では,頻 尿が116例(30.2%)と 同様に多 く,

排尿終末時疹痛の68例(17.7%),排 尿痛27例(7

%)の 順 である.尿 変化に於て血尿が57例(14.8%),

腎症状に関しても腎部疹痛の19例(4.9%)と 殆 ど初

発症状と同様の数字である.し かし尿変化の排尿終末

出血が諸氏の統計と比較すると少いが,病 歴の記載が

不充分で,終 末出血の相当数が血尿の中に含 まれてし

まつている為と思われる,性 器結核でもやはり初発

症状と同様,睾 丸部の腫脹を訴えて来たものが73例

(71.5%),疹 痛が23例(22.5%)と その主訴は変つ

ていない.

粗 尿 所 見

尿路結核では瀾濁は274例(85.6%)の 殆 どにみら

れ,清 澄尿の46例(14.4%)は 術後の患者が大部分で

ある.反 応の酸性271例(84.7%)は 当然であるが,

アルカリ性の49例(15.3%)は 以外に多かつた.こ れ

は大腸菌等の混合感染の場合にアルカリ性に傾むくも

のと考える.志 賀は5.0%,山 田は2.2%に アルカリ性

のものをみている.蛋 白は 陽性198例(61.8%)で 陰

性122例(38.1%)と 約2/3の 陽性率である.志 賀は

結核の場合の蛋白尿は腎外性蛋白尿であり,尿 中の病

変産物,膿 球の融解,破 壊に起因する蛋白反応で,膿

球の少い清澄尿では 稀であるといつている。白血球
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第6表 尿 所 見
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第7表Lattimerの 分類

1・群1副 酬 皿群1rvge
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1

1

6

2

2

415

1
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3

3
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4.4%

6

27

13.4%

2

13

12

14

19
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77

38.1%
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15

1Q
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15

19
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44.1%

12

30

25

33

37

34

31
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第8表 合 併 症一
併
症

尿 路

尿路・性器

結核

27

5

椎 エ
カ ス

8

2

骨 エ
カ ス

1

鵠籍灘

1

1

2

尿
毒
症

は298例(93.1%)の 大 多 数 にみ られ,そ の 内(枡)

ば105例(32.8%)で あ つ た が,山 田は94.4%と い つ

て い る 。赤 血球 も陽 性 は234例(53.5%)と2/3に み ら

れ た が,(帯)は37例(31.2%)で 少 く,(十)が164

例(51.3%)で あつ た.山 田 は(冊)5。3%,(+)16.2%,

(一)78.5%と いつ て い る.上 皮 細 胞 は 陽1生が274例

(85.6%)で 大半 を 占め て い るが,山 田 の統 計 で は

35.5%の 陽 性 率 で あ る.結 核 菌 は陽 性152例(47,5%),

陰性168例(52.5%)と 殆 ど半 数 に み られ た.

性 器 結 核 で は尿 は殆 どが 清 澄 で,潤 濁 尿 は22例

(25.6%)で あ る,反 応 も アル カ リ性 が50例(58.1%)

で 多 く,蛋 白 は僅 か に14例(16.3%)に 陽 性 を みた の

み で あ る.白 血 球 は39例(45.4%)の 約 半 数 に証 明 す

るが,赤 血球 は15例(17.5%)に 陽1生で,殆 どの71例

(82.5%)は 陰 性 で あ る.上 皮細 胞 は44例(51.2%)が

陽 性 で あ る が,結 核菌 は僅 か に2例(2.4%)に 証 明

出 来 た のみ で あ る.

四 腎 孟 像

3 レ線写真の明確な202例 について腎孟徴をLattimer

の方式によつて分類を試みたが,第W群 が89例(44.1

%)で 最 も多 く・次いで・第皿群の77例(38.1%),
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第皿群の27例(13.4%),第1群 の9例(4.4%)と

なつて,0群 は1例 もなかつた.

このことは本邦に於ては未だに尿路結核の発見の時

期が遅れ勝ちであると云つてよいのではなかろうかと

思われる.

IX合 併 症

合併症は尿路,性 器の結核性疾患をのぞき,他臓器

89

の結核性疾患についてのみ記したが,や はり肺結核の

合併が一番多 く27例あつた.尿 毒症の3例 は末期腎結

核患者にみられたものである.

X治 療 別

治療別では特に手術的療法のみについて述ぺると,

尿路及び性器結核患者に行つた手術の種類及び例数は

第9表 の通 りである.

第9表 手 術 種 類
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第10表 腎摘除術

26

27

28

29

30

31

32

一般手

術例数

40

31

39

51

67

74

123

425

腎 例(腎部分摘除

術を含)

17

15

16

16

21

30

14

129

%膿 難朧 数

42.5

48.3

41.0

31.3

31.3

40.5

11.3

30.3

56.6%

60.0%

72.7%

53.3%

65.6%

75.0%

43.7%

例(13.8%)と 増加し,入 院結核患者数に対しても昭

和26年 の13.3%か ら昭和32年 の53,1%と 増加の傾向が

みられる.

同様に東大の毎年の統計に於ても増加の傾向が見ら

れているところで,尿 路結核 と性器結核とに対する化

学療治の効果の点に於て相違あることを示し,性 器結

核,特 に副睾丸結核'では化学療法があまり効果のない

ことを証明していると考えられる.従 つて性器結核に

於ては手術的療法が第1の 治療法であるといつてよい

であろ う.副 睾丸切除術と除睾術との関係は特に有意

の差は認められなかつた.

結 語

61.1%

それを腎別術についてみると昭和26年 には一股手術

に対して42.5%と 半数弱を占めていた.そ して昭和31

年 までは尚40%内 外であつたものが,昭 和32年 には

11.3%と 大幅に減少している.更 に入院結核患者数に

対す る腎易ll除例の割合も昭和26年 は56.67・6で,昭和31

年までは53.3%～75%で あつたものが,昭 和32年 には

43.7%と 半数を下廻る数となつている.こ れは腎結核

の治療が最近の傾向として早期手術を行わず,先 ず化

学療法を実施して,そ の経過によつて手術的療法を行

う様になつたことの表われである.

性器結核では年々患者数の増加もあるが,手 術数も

一般手術数に対して昭和26年 には4例(10%)で あつ

たものが,昭 和31年 には16例(21.6%),昭 和32年17

1)昭 和26年 より,昭 和32年 までの7年 間の外

来結核患者数は533名 であつた.

2)尿 路結核患者は漸次減少の傾向にあり,性

器結核患者は増加の傾向がみられた.

3)年 令的関係は尿路,性 器結核共20才代が最

高で,次 いで40才代,10才 代の順である.

4)性 別では諸家の報告 と同様男性の方が多か

つた.

5)患 側は僅少差ながら右に多い.

6)初 発症状は膀胱症状が最も多 く,尿 変化,

腎症状の順で,そ の内では頻尿,排 尿終末

痛,血 尿が主症状であり,性 器結核では睾

丸部 の腫脹が最も多かつた.

7)主 訴別でも殆 ど初発症状 と同様であつた.
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第11表 性 器 手 術
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8)尿 所 見 では尿路結核 に於 ては結核菌 を約半

数 の152例 に証 明した.性 器結核 ではわず

'かに2例 のみであつた
.

9)腎 孟 像はLattimerの 第rv群,第 皿群 が

多かつた.

ユ0)合 併症 では肺結核が多 くみ られた .

ユ1)治 療 別では 腎別除術 は 減少の 傾 向に あつ

て,副 睾丸切除術 は 増加 の 傾向が みられ

た.ζ れは尿路結核 と性器結核 とに対す る

化学療法 の効果 とい う点 に於 て格段 の差が

ある為 と思われ る.

本諭文の要旨は第23回 日本泌尿器科学会東日本連合

会地方会に於いて報告した.

尚,遠 隔成績については現在調査中で,未 だ報告す

る段階ではないので 次の機会に報告寸る予定であ

る.
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